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　６月１２日の区議会第２回定
例会２日目で、当選後初めての
一般質問を行いました。介護予
防・日常生活支援総合事業につ
いて、介護給付費削減が主な狙
いであることと断じ、ボラン
ティア活用などの安上りなサー
ビスを押しつけるのではなく、
現行サービスを維持するよう区
が努力すること、特養ホームを
待機者数に見合った分建設する
こと、介護事業所運営費補助の

新設、区が実施している保育人
材確保事業（いわゆる家賃補助
等）の介護職員への拡充、新空
港線（蒲蒲線）計画の中止、東
急多摩川線下丸子駅の改善をす
ることを求めました。
　どの質問についても、区から
の前向きな回答がなかったのは
残念でしたが、今度は各委員会
で大いに議論して、区民の皆さ
んの思いや願いにしっかりと応
えるよう努力してまいります。

区民の皆さんの
要求実現のために頑張ります！

区民の皆さんの
要求実現のために頑張ります！
議員当選後の初質問

　違憲立法に反対する大田区議
会議員有志で「憲法違反である
安保関連法案を廃案に！」とい
う声明を発表し、７月９日大田
区産業プラザＰＩＯ（ピオ）に
て記者会見を行いました。共産
党、民主党、緑の党、フェアな
民主主義、生活者ネットの各会
派が党派の違いを超えて声明を
出し、記者会見を開いたことは
初めてのことです。会見には共
産党９人と民主党の岡高志議
員、フェア民の奈須りえ議員、
ネットの北澤潤子議員が出席し
ました。
　戦争法案を廃案に追い込むた
めには他党との共闘と世論を盛
り上げる必要があります。戦争
法案は必ず廃案を！

超党派の区議会議員で
安保法案（戦争法案）
廃案に向け
共同声明を発表

今後の予定
７月29日、30日、８月４日

予算要望懇談会
８月４日、５日、６日

原水爆禁止世界大会（広島）
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　６月２０日、福島県に行って
きました。原発事故後の現地調
査として、いわき市久之浜、広
野町、楢葉町、富岡町、大熊町、
双葉町をまわってきました。
　東日本大震災と福島第一原発
事故から４年が経ちましたが、
復興がなかなか進んでいない現
状を目の当たりにしました。久
之浜では浜風商店街を訪問し、
住民の方から、これまでの復興
に向けての取り組みなどの説明
を受けました。「皆さんがここ
に来てくださることが、我々の
励みになります」との言葉に胸
を打たれました。
　楢葉町の宝鏡寺というお寺に
立ち寄り、原発事故避難者訴訟
団の取り組みのお話を聞きまし
た。このお寺の住職は避難者訴
訟の原告団長を務められている
早川篤雄さんで、早川さんは先
月１０日大田区内で行われた原
発ゼロパレードでも挨拶をされ
た方で、ぜひお話を聞きたいと
思っていましたが、今日は所用
のためにお会いすることはでき
ませんでした。お寺の敷地内で
放射線量を測定したところ、地
面に近いところでは高い値をし
めしていました。
　富岡町内は４年前と変わらな
い状態で、壊れかけた家屋がそ
のままの状態でした。駅前の床
屋さんの時計は撤去されていま
した。
　福島第一原発の煙突の見える

ところまで近づき、大熊町内で
は車内でも放射線量が２．０マ
イクロシーベルトを超えるなど
高い値を示していました。
　双葉町、大熊町、富岡町、楢
葉町の各所で作業員の方々が除
染作業をしている以外は人の姿
はなく、信号も点滅している中、
人気のない街の風景をやりきれ
ない思いで眺めていました。
　今現在も多くの人が避難生活
を強いられ、原発では懸命に廃
炉作業に従事している人がいま
す。理不尽極まりないこの現実
に向き合い、懸命にたたかって
いる人たちもいます。目に焼き
付けた福島の現実を広く社会に
伝え、原発を即時ゼロにしてこ
そ、真の復興であることを訴え
続けていきます。

　５・３１大田区ピースパレー
ドは４００人もの方々の参加で
大盛り上がりでした。
　５月１０日の原発ゼロパレー
ドの時と同じように幅広い層の
方々が参加して、暑い中「戦争
反対！」「９条守れ！」とコー
ルをしながら蒲田の街を練り歩
きました。
　若者や子どもたちを戦争に送
り出さないためにも、私たち大
人の責任で平和を守り抜かなけ
ればいけない。私、あらお大介、
決意を新たにしてたたかってま
いります。

双葉町の中心部を今回のツアー
で初めて通りました

「福島原発事故の
　現地を自分の目で見てみよう」
現地調査バスツアーに参加

“戦争なんて
したくないっ！”
大田区ピースパレード

ユニークな横断幕でパレードは
大盛り上がりでした　　　　　


